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この論文はA4 判全164頁( 1 頁 =40字 x39行設定)からなり(本文 1 ""'122頁，付録 1 ,_ 3 [各種演奏会記録]
123---133頁，付録 4""" 5 [参考文献等] 134""'164頁)， うち本文は年代によって三部から構成されている。第一部は，
日本がアメリカの占領下にあった1945年から 1951年までo ここではアメリカ音楽の普及が積極的に推し進められたが，
十二音音楽やケージの音楽は，紹介され始めていたものの，まだ散発的に言及されるにすぎなかったことが明らかに






















第 4 に，現代に至近の現象を扱うことを考えあわせれば，様々な世代の読者への配慮が必要であること。第 5 に，
「ケージと日本」という題目からは，単に音楽のことだけを扱うのでは不十分であること。そして第 6 に，他の国に
おける受容についての言及が一つもなく，比較の視点が之しいこと，主にこのような点である。
しかしながら， この研究は単にケージについての言説データの集積にとどまらず，彼を現代音楽の「布置」におい
て理解している点で，時代のアクチュアルな状況の読みとりという性格をも明示しており，先行研究が皆無に近い状
況の中で，本論が示した先駆的な意義はきわめて大なるものと言わなければならない。ケージの作品が他の作曲家た
ちに及ぼした影響ないし作用という面では，申請者自身が述べているように「本論で論じきれなかった最大の問題」
であると思われるが，未だケージの作品に対する音楽学的な研究がほとんどなされていなかった時代であったことを
思えば，それはケージ研究そのものの今後の課題と考えるべきであるかもしれない。そうした課題を示唆しつつ，本
論文は音楽学の世界にたいして充分意味ある貢献を行いうるものと判断されうる o よって，本研究科委員会は，本論
文を博士(文学)の学位を授与するのに充分な価値を有するものと認定する。
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